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　　　　　　　　　   　   皆様、こんにちは。営業部の久瀬です。   
                                                 私は普段、 外勤営業として西日本エリアを担当しております。
　　　　　　　　　      その西日本のお客様にお伺いする際の大半は 『新幹線』での移動です。
                                             今回はその相棒とも呼べる新幹線の事を少しご紹介させて頂きます。
                                             最近は北陸新幹線がデビューしたり、来年には北海道新幹線が開通したり
                                             と新幹線での話題性は豊富です。
                                             でも、その新幹線は50歳とご存知だったでしょうか。  正確に言えば 東海道
                                             新幹線が50歳、 山陽新幹線が40歳です。
                                                 新幹線は戦後日本の高度経済成長を支えてくれた事は言うまでもありま
                                             せん。 当時の新幹線の車両には食堂車やビッフェ車両があり 『車内で食事
                                                    を楽しむ』 そういった時代がありました。
                                                    しかし今では高速化が進み、 新幹線で食事を楽しむという概念がなく
                                                    なってしまいました。 これは時代の変化ですね････   現在、更なる高速
                                                    化が進み、 東海道新幹線では1日400本以上の運行しほぼダイヤ通りの
                                                    運転がされています。 その遅延誤差は驚きの50秒ほど（ 悪天候その他
                                                    災害等での遅延は除く。） 東京駅の発車の間隔は短い時で3分程、それ
                                                    は山手線並みです。 この正確さは全世界の高速鉄道の中でも日本の
                                                    新幹線だけです。   2015年春ダイヤ改正の際での東海道新幹線に関し
                                                    ては270kmから285kmへ営業最高速度引き上げとなりました。 
    実に23年ぶりの最高速度引き上げです。   速度が15km上がるとどういった変化があるのか？それは東京と新大阪間
が最大3分縮まる事になります。  そもそも東海道新幹線の開業当時、 将来の営業速度を最高250kmと想定していたよ
うです。  直線が多い山陽新幹線と異なり、 急なカーブが多い東海道新幹線は高速化が難題でありました。
カーブ：それは遠心力に大きな影響となりいかに抑えるかがポイントとなります。 速度が上がれば外側に引っ張られる
力が強まり、車両内では食事や読書をする事も難しくなります。   そういった難題に対し、空気圧で車両の片側を持ち上
げ内側に傾ける事によって乗客が感じる遠心力を和らげる事で更なる高速化が実現しました。 新幹線を好む人はどう
いった人なのでしょうか？   それはやはり、 『確実に到着し時間も読める事』  これが大きなポイントとなります。  愛され
続けて50年の新幹線ではありますが、 2027年ついにリニアモーターカーが東京と名古屋間を営業運転します。
リニアモーターカーの開業後最高速度は500km台で東京と名古屋間を40分で結びます。
    『遠方へ出かける』 という概念がなくなり、 『遠方へ通勤・通学』という概念に変化するか
もしれません。そのスピードに想像がつきませんが、 まだまだ止まらない日本の鉄道進化
に目が離せませんね。
    私、久瀬は当社HP内においても 『新幹線ブログ』 を定期掲載しています。 

新幹線の様々な情報を発信しますので、 是非こちらもご覧ください。
                               http://jpntrust.blogspot.jp/　　　　　　            外勤営業：久瀬　秀和

～ブログ好評企画：外勤営業久瀬の新幹線とともに～

   6月は父の日 が祝日にありますが、実はアメリカ生まれの記念日だそうです。
1910年アメリカ・ワシントン州に住むJ.B.ドットという女性が、彼女の父親の誕生月6月に “父の日礼拝” をしてもらったこと
がきっかけだと言われています。   男手1つで育てられた彼女が教会へ行った時のこと、当時すでに始まっていた「母の日」
の存在を知り、「母の日はあるのに、どうして父の日が無いの？」という思いから、「母の日」のように、父に感謝する日を」と牧
師協会へ嘆願して初めての父の日のお祝いをしました。   ちなみに母の日は今から100年くらい前に、 アメリカの女性が自
分の愛する母親の命日、 5月の第２日曜、 にかなって教会で祝ったことがきっかけだそうです。 次第に母の日を祝う習慣が
広まり、 1914年ウィルソン大統領の提唱でアメリカの議会が母の日を制定しました。  「母の日」にカーネーションを贈るの
                        は、 アンナが母親の大好きだった白いカーネーションを、追悼会で配ったことから来ています。
                                                           父の日を祝う習慣もその後各地へ広まり、1972年にアメリカで正式に祝日になったのです
                                                           が、なんと父の日は公認されるまでになぜか約60年もの月日がかかったそうです。
                                                               6月の第3日曜日を父の日としている国がもっとも多く、日本の他にはカナダ、イギリス、ア
                                                           イルランド、またアジアの国々でも祝う習慣があるとか。
                                                               また、ポルトガルやスペインでは3月に、ブラジルでは8月に父の日を祝う習慣があるよう
                                                           です。
                                                                                                                                                             北米現地法人：Great Luck　Shino
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